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    黒崎合同法律事務所 

       東 敦子 弁護士 

２０１７年１１月２０日 北九州地区労連ニュースＮＯ１３３（４） 

国
が
先
頭
に
た
ち
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
基
金
制
度
創
設
に
動
け
。 

１
０
．２
７
高
裁
判
決
で
国
に
７
度
目
の
断
罪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
州
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
を
支
援
す
る
会 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
長 

土 

井 

善 

博 

（
投
稿
） 

   

１
０
月
２
４
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
神

奈
川
２
陣
訴
訟
横
浜
地
裁
判
決
に
続

き
、
国
に
は
７
度
目
の
勝
利
、
そ
し
て

企
業
の
責
任
も
認
め
る
判
決
が
勝
ち
取

ら
れ
ま
し
た
。
写
真
の
光
景
は
、
本
当

に
う
れ
し
い
判
決
で
あ
り
、
原
告
団
・

弁
護
団
・
支
援
す
る
会
の
み
ん
な
で
喜

び
あ
っ
た
万
歳
三
唱
で
し
た
。 

 

全
国
各
地
で
の
裁
判
の
た
た
か
い
の

な
か
で
、
東
京
地
裁
、
福
岡
地
裁
、
大

阪
地
裁
、
京
都
地
裁
、
札
幌
地
裁
が
国

の
責
任
（
規
制
権
限
の
不
行
使
）
を
認

め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
京
都
地
裁
が
、

企
業
責
任
を
認
め
、
今
回
の
神
奈
川
２

陣
横
浜
地
裁
判
決
、
神
奈
川
第
１
陣
東

京
高
裁
判
決
と
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。 法

廷
外
の
た
た
か
い
と
し
て
も
、
じ

ん
肺
ア
ス
ベ
ス
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
を

始
め
と
し
て
、
判
決
を
前
後
し
て
の
企

業
交
渉
・
国
・
自
治
体
へ
の
要
請
や
交

渉
・
署
名
行
動
・
街
頭
宣
伝
行
動
・
国

会
議
員
要
請
等
が
今
の
到
達
点
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
残
さ
れ
て

い
る
一
人
親
方
へ
の
賠
償
責
任
。「
国
が

労
働
者
保
護
の
た
め
に
規
制
権
限
を
行

使
す
れ
ば
、
労
働
者
と
同
一
現
場
に
従

事
し
て
い
る
一
人
親
方
は
石
綿
粉
じ
ん

暴
露
を
受
け
ず
に
す
む
。
そ
も
そ
も
、

労
働
関
係
法
令
は
、
厳
格
な
労
基
法
上

の
労
働
者
の
み
を
保
護
す
る
も
の
で

は
な
い
。
」
「
労
働
者
災
害
援
助
法
や

労
災
保
険
が
一
人
親
方
に
も
適
用
さ

れ
て
き
た
以
上
、
国
賠
法
の
保
護
対

象
と
し
て
、
一
人
親
方
を
含
め
て
国

の
責
任
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
」（
働

く
も
の
の
い
の
ち
と
健
康
Ｎ
Ｏ
７

３
・
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
に
お
け

る
一
人
親
方
問
題
、
水
口
洋
介
弁
護

士
）
こ
れ
ま
で
の
判
決
を
武
器
に
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
を
政
治
問
題
化

さ
せ
る
、
恒
久
的
救
済
制
度
を
勝
ち

取
る
こ
と
が
、
こ
の
秋
か
ら
春
に
か

け
て
の
労
働
者
の
側
か
ら
の
「
働
き

か
た
改
革
」
国
民
的
な
運
動
の
課
題

で
も
あ
り
ま
す
。 

 

７度目の勝利判決を受け、原告団、弁護団、
支援者のうれしい万歳３唱 

 

ア
イ
ド
ル
が
事
務
所
に
未
払
い
給

料
の
支
払
い
を
求
め
て
提
訴
と
い
う

記
事
が
出
ま
し
た
。
契
約
か
ら
７
年

は
芸
能
活
動
が
で
き
な
い
と
言
わ

れ
、
契
約
解
除
も
拒
ま
れ
て
い
る
と

い
う
内
容
で
す
（
１
１
月
１
４
日
）。

少
し
前
に
も
、
出
家
し
た
と
い
う
こ

と
で
女
優
の
Ｓ
さ
ん
も
契
約
解
除
で

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
芸

能
人
は
労
働
者
と
捉
え
る
べ
き
な
の

か
、
雇
用
関
係
の
な
い
事
業
主
同
士

の
契
約
（
専
属
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
契
約
）

な
の
か
が
争
点
で
す
。 

判
例
は
個
別
事
案
に
よ
り
判
断
が

わ
か
れ
て
い
ま
す
が
、
厚
生
労
働
省

は
昨
年
（
２
０
１
６
年
）
１
１
月
、

「
芸
能
人
も
労
働
者
と
し
て
扱
い
、

雇
用
契
約
と
み
な
す
こ
と
も
あ
り
得

る
」
と
い
う
認
識
を
示
し
て
「
事
務

所
が
売
り
上
げ
の
た
め
に
所
属
す
る

芸
能
人
を
指
揮
命
令
し
て
使
い
、
労

働
者
と
認
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
相
当

多
い
。
形
式
だ
け
で
な
く
実
態
と
し

て
判
断
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
」

と
い
う
担
当
者
の
話
も
あ
り
ま
し

た
。 そ

の
一
方
で
、
専
属
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
契
約
の
統
一
契
約
書
を
決
め
た
音

楽
事
業
者
協
会
は
、
芸
能
人
と
芸
能

事
務
所
は
支
配
・
従
属
す
る
雇
用
関

係
で
は
な
く
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
著

作
権
な
ど
を
一
元
管
理
す
る
事
務
所

と
対
等
独
立
の
芸
能
人
と
の
業
務
提

携
契
約
だ
と
説
明
し
て
い
ま
す
。 

芸
能
人
の
話
は
私
に
は
関
係
な

い
？
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
劇
場
の

専
属
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
契
約
し
、
毎

日
シ
ョ
ー
に
出
て
い
る
人
、
地
元
の

ア
イ
ド
ル
で
活
動
す
る
人
な
ど
、
案

外
身
の
回
り
に
い
ま
す
。
本
人
も
親

も
「
就
職
が
決
ま
っ
た
」
と
話
し
、

労
働
者
の
つ
も
り
が
ト
ラ
ブ
ル
に
な

る
と
「
労
働
者
」
と
し
て
扱
わ
れ
ず
、

不
当
な
権
利
侵
害
が
起
こ
り
得
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
裁
判
の
行
方
に
も

着
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

安倍改憲ＮＯ！北九州市民大集会に１５００人が結集 



雇用政策課に対する要請行動に２６人が参加しました 

                      

              

                 

 

           

                 

                          
 

   

託
校
で
は
、
衛
生
管
理
に
不
安
が
あ

る
。
委
託
校
を
見
学
に
行
っ
た
が
掃
除

が
不
十
分
だ
っ
た
。
教
育
委
員
会
に
指

摘
し
た
が
改
善
さ
れ
な
い
。
委
託
業
者

は
、
衛
生
管
理
を
分
か
っ
て
い
な
い
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
委
託
を
見

直
す
時
期
に
来
て
い
る
」
と
委
託
見
直

し
を
教
育
委
員
会
に
要
請
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。 

全
教
北
九
州
か
ら
は
、
「
教
員
が
県

か
ら
市
費
へ
と
変
わ
っ
た
が
、
地
域
手

当
や
労
働
条
件
が
悪
く
な
っ
た
。
教
員 

に
ふ
さ
わ
し
い
賃
金
が
必
要
と
思
う
」

と
問
題
点
を
示
し
、「
教
職
員
の
長
時

間
過
密
労
働
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る

実
態
を
示
し
、
土
・
日
も
サ
ー
ビ
ス
残

業
を
し
て
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
す
状

況
を
教
育
委
員
会
も
知
っ
て
い
る
の

で
、
市
と
し
て
も
長
時
間
労
働
の
解

消
・
改
善
に
む
け
安
全
配
慮
義
務
な
ど

果
た
す
よ
う
、
動
い
て
も
ら
い
た
い
」

と
要
請
し
ま
し
た
。 

教
育
委
員
会
に
も
１
０
時
５
０
分

か
ら
、
学
校
給
食
の
委
託
問
題
と
教
職

員
の
長
時
間
過
密
労
働
解
消
の
解
消

に
つ
い
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

１
１
時
５
０
分
か
ら
は
、
北
九
州
商

工
会
議
所
に
、
代
表
１
０
人
が
参
加

し
、「
建
設
技
能
者
の
処
遇
改
善
と
適

切
な
賃
金
・
単
価
」
に
つ
い
て
要
請
し
、

公
契
約
条
例
制
定
へ
の
協
力
を
求
め

ま
し
た
。 
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雨
あ
が
り 

 

１
１
月
。
近
年
「
春
夏
冬
中
」
と
お
店

に
か
か
る
木
札
の
と
お
り
の
気
候
だ
っ

た
が
、
今
年
は
久
々
に
秋
め
い
て
い
る
。

こ
の
秋
は
楽
し
み
ま
し
た
か
？ 

 

▼
街
は
、
年
末
の
イ
ベ
ン
ト
「
ク
リ
ス

マ
ス
」
に
む
け
、
模
様
替
え
の
最
中
。
も

う
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
「
お
正
月
」。「
も
う

い
く
つ
寝
る
と
・
・
」
と
口
ず
さ
む
。 

 

▼
世
の
中
に
は
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を

す
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
ラ
グ
ビ
ー
、
身
近

で
は
、
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
の
閉
園
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
到
来
。
技
術
で
は
、
ド

ロ
ー
ン
運
送
、
自
動
運
転
。
政
治
で
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
発
効
、
残
業
代
ゼ
ロ
、
働
き
方

改
革
、
消
費
税
増
税
、
憲
法
改
正
（
改
悪
）

な
ど
目
白
押
し 

 

▼
こ
の
先
が
、
明
る
い
未
来
か
、
暗
黒

の
未
来
か
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
思
い

を
束
ね
た
運
動
を
「
あ
き
な
い
」
ま
ま
取

り
組
み
続
け
ら
れ
る
の
か
が
カ
ギ
の
よ

う
な
気
が
す
る
。 

 

▼
秋
も
あ
と
少
し
。
読
書
・
ス
ポ
ー

ツ
・
旅
行
な
ど
「
文
化
」
に
親
し
む
時
間

は
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
見
つ
め
直
し
、

心
と
身
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
る

時
間
。 

 

▼
「
師
が
走
る
」
ほ
ど
忙
し
く
な
る
年

末
。
来
年
は
「
お
か
し
こ
と
は
お
か
し
い
」

と
、
犬
の
よ
う
に
吠
え
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
今
か
ら
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て
い

き
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
仙
） 

 

民間委託を中断し検証をすることを訴える 

出口学嘱労委員長 

北
九
州
地
区
労
連
は
、
１
０
月
２
７
日
（
金
）
北
九
州
地
域
の
労
働
者
の
要

求
前
進
を
め
ざ
し
、
主
要
駅
で
の
宣
伝
行
動
や
北
九
州
市
・
教
育
委
員
会
、
商

工
会
議
所
へ
の
要
請
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

駅
頭
の
宣
伝
で
は
、「
安
倍
政
権
が
大
企
業
や
富
裕
層
を
優
遇
し
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
で
大
企
業
は
、
巨
大
な
利
益
を
上
げ
、
内
部
留
保
も
過
去
最
高
を
更
新

し
て
も
労
働
者
に
還
元
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
非
正
規
を
増
加
さ
せ
て
い
る
実

態
」
な
ど
市
民
に
訴
え
ま
し
た
。 

。 
設
計
労
務
単
価
問
題
、
公
契
約
条
例
制
定
、
嘱
託
職
員
の
雇
用
継
続
、
長
時
間
労
働
の
解
消
な
ど
を
要
請 

１
０
・２
７
秋
季
年
末
闘
争
の
前
進
を
め
ざ
す
地
域
総
行
動
を
展
開 

９
時
か
ら
は
、
小
倉
北
生
涯
学
習
総

合
セ
ン
タ
ー
に
２
４
人
が
結
集
し
、
行

動
の
意
思
統
一
集
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 早
朝
宣
伝
に
３
５
人
参
加
、
北
九

州
市
と
教
育
委
員
会
の
要
請
に
は

２
６
人
、
北
九
州
商
工
会
議
所
に

は
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た 

 

９
時
４
５
分
か
ら
北
九
州
市
に
対

し
、
最
初
に
福
建
労
か
ら
「
公
共
工
事

の
設
計
労
務
単
価
が
４
割
上
が
っ
た

が
末
端
ま
で
い
き
わ
た
っ
て
い
な
い
。

上
位
企
業
の
利
益
に
な
っ
て
労
働
者

の
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
直
方

市
で
は
、
公
契
約
条
例
制
定
が
制
定
さ

れ
、
労
働
者
の
賃
金
改
善
に
つ
な
が

り
、
会
社
も
評
価
し
て
い
る
。
北
九
州

市
と
し
て
も
研
究
し
て
い
る
が
条
例

制
定
実
現
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。 

学
嘱
労
か
ら
は
、「
学
校
給
食
嘱
託

員
は
、
毎
年
不
安
を
持
っ
て
働
い
て
い

る
。
直
営
校
１
４
校
が
委
託
さ
れ
れ
ば

２
０
０
人
の
パ
ー
ト
が
失
業
す
る
。
委

商工会議所要請で要請書を読み上げる 
平安福建労書記次長 
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１
１
月
５
日
（
日
）

１
４
時
か
ら
小
倉
北

区
ム
ー
ブ
大
ホ
ー
ル

で
「
城
野
遺
跡
の
現

地
保
存
を
進
め
る

会
」
が
、
市
民
講
演

会
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
演
会
は
今
回

で
７
回
目
の
開
催
と

な
り
、
２
５
０
人
の

参
加
者
に
「
城
野
遺

跡
公
園
」
を
作
ろ
う

と
夢
と
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。 

                             

                             

                             

                             

                             

安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！ 

１
１
．３
北
九
州
市
民
集
会
に
１
５
０
０
名 

安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！ 

憲
法
を
生
か
す
全
国
統
一
署
名
に
全
力
を
！ 

安
倍
内
閣
は
、
こ
れ
ま
で
特
定
機
密
保
護
法
、
安
保
法
制
法
（
戦
争
法
）
、
共
謀
罪
法
と
次
々
に
強
行
成
立
さ
せ
、
日

本
を
戦
争
で
き
る
国
家
へ
と
変
貌
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
来
年
の
通
常
国
会
に
お
い
て
改

憲
原
案
を
提
出
し
、
短
期
間
の
う
ち
に
国
民
投
票
ま
で
実
施
し
よ
う
と
画
策
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
国
民
は
戦
争
へ
の
道

を
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。
世
論
調
査
で
も
憲
法
九
条
が
果
た
し
た
平
和
へ
の
役
割
を
認
め
評
価
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
情
勢
の
中
、
９
月
８
日
「
安
倍
九
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
安
倍
九
条
改
憲
阻
止
に
向
け
、
「
安
倍
九
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
生
か
す
全
国
統
一
３
０
０
０
署
名
」
が
提
起
さ
れ
、

３
０
０
０
万
署
名
を
成
功
さ
せ
る
取
り
組
み
と
合
わ
せ
、
全
国
的
に
「
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！ 

１
１
・
３
集
会
」
が
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
呼
び
か
け
に
応
え
、
国
会
周
辺
の
３
０
０
０
０
人
集
会
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
大
規
模
な
統
一
行

動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
福
岡
県
で
は
福
岡
市
で
１
０
０
０
人
規
模
の
集
会
、
北
九
州
市
で
は
平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
北

九
州
ネ
ッ
ト
が
中
心
と
な
り
実
行
委
員
会
を
積
み
上
げ
勝
山
公
園
芝
生
広
場
に
１
５
０
０
人
の
労
働
者
・
市
民
が
結
集
し

大
き
な
成
功
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。 

九州建設アスベスト訴訟遺族原告の座談会では城

座談会で城野遺跡公園の必要性がよくわかりました 

高
倉
洋
彰
氏
は
、「
遺
跡
を
ま
も
る

～
保
存
か
ら
活
用
へ
～
」
と
題
し
て

福
岡
県
内
の
遺
跡
の
保
存
・
活
用
の

実
態
に
触
れ
な
が
ら
、
北
九
州
市
の

弥
生
時
代
像
が
あ
ま
り
わ
か
っ
て
い

な
い
こ
と
、
城
野
遺
跡
の
重
要
性
と

遺
跡
公
園
と
し
て
保
存
活
用
す
る
意

義
、
そ
の
た
め
の
市
民
の
理
解
と
協

力
の
必
要
性
を
秋
田
市
地
蔵
田
遺
跡

を
例
に
上
げ
な
が
ら
語
ら
れ
ま
し

た
。
近
藤
秀
夫
氏
は
、「
城
野
遺
跡
残

さ
ん
で
ど
う
す
る
？
！
」
と
題
し
て

長
年
に
わ
た
り
遺
跡
の
保
存
・
保
護

に
関
わ
っ
て
来
ら
れ
た
立
場
か
ら

「
遺
跡
を
残
す
」
と
は
？
を
切
り
口

に
、
城
野
遺
跡
に
つ
い
て
「
道
路
建

設
な
ど
当
初
の
計
画
を
中
止
し
て
、

『
史
跡
』
と
し
て
整
備
さ
れ
た
遺
跡

も
あ
る
、
城
野
遺
跡
も
そ
の
一
つ
に

加
え
た
い
」「
こ
の
遺
跡
、
残
さ
ん
で

ど
う
す
る
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

古
墳
シ
ン
ガ
ー
ま
り
こ
ふ
ん
さ
ん

城野遺跡公園を作ろう！ 

市民集会に参加しました 

集会風景 地区労連ののぼり旗も参加しています 

１
１
月
３
日
、
秋
晴
れ
の
勝
山
公
園

芝
生
広
場
で
開
か
れ
た
「
安
倍
９
条
改

憲
Ｎ
Ｏ
！ 

１
１
．
３
北
九
州
市
民
大

集
会
」
に
、
１
５
０
０
人
の
市
民
が
集

ま
り
ま
し
た
。 

り
、
パ
レ
ー
ド
を
整
然
と
行
わ
れ
る
よ

う
、
要
員
３
６
人
を
確
保
し
、
行
進
要

員
や
ニ
ュ
ー
ス
カ
ー
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

要
員
な
ど
配
置
し
、
成
功
の
一
翼
を
担

い
ま
し
た
。 

  

 

集
会
は
、
平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
ネ

ッ
ト
の
服
部
弁
護
士
の
あ
い
さ
つ
で

始
ま
り
、
ラ
ッ
プ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

「
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
」
を
連
呼
し
、
野

党
共
闘
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
日
本
共

産
党
田
村
衆
議
院
議
員
、
社
民
党
森
本

市
会
議
員
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
「
ど
こ

か
ら
で
も
来
い
３
０
０
０
万
署
名
」
の

寸
劇
（
Ｑ
＆
Ａ
）
な
ど
多
彩
で
充
実
し

た
集
会
で
し
た
。
集
会
で
訴
え
ら
れ
た

カ
ン
パ
は
、
１
５
７
，
３
０
４
円
が
集

ま
り
ま
し
た
。
集
会
終
了
後
、
北
九
州

の
う
た
ご
え
の
仲
間
の
コ
ー
ラ
ス
に

送
ら
れ
小
倉
駅
前
ま
で
「
安
倍
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
」「
日
本
を
戦
争
す
る
国
に
す
る

な
ー
」
な
ど
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
し

な
が
ら
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
通
行
中
の

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
激
励
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
・ 

北
九
州
地
区
労
連
は
、
市
民
大
集
会

成
功
の
た
め
に
集
会
参
加
は
も
と
よ

集会が終わり、小倉駅前までのパレードに７００人が参加 

は
、
子
ど
も
の
石
棺
の
発
掘
調
査
記
録

の
動
画
「
朱
塗
り
石
棺
の
謎
」
を
見
て

感
動
し
た
か
ら
と
話
さ
れ
、
１
８
０
０

年
間
守
ら
れ
て
き
た
城
野
遺
跡
を
１
８

０
０
年
後
の
人
々
に
伝
え
て
い
け
る
の

か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
、
古
墳

と
城
野
遺
跡
へ
の
想
い
を
こ
め
た
素
敵

な
歌
と
ト
ー
ク
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
巻

き
起
こ
り
ま
し
た
。 

座
談
会
で
は
、
こ
の
３
人
に
市
民
も

加
わ
り
、
絶
妙
な
司
会
進
行
で
城
野
遺

跡
公
園
の
実
現
に
向
け
て
確
信
が
深
ま

り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
ギ
タ
ー
を
伴
奏
に
参
加
者

全
員
で
、
１
８
０
０
年
前
の
城
野
遺
跡

の
弥
生
の
人
々
を
想
い
な
が
ら
「
ふ
る

さ
と
」
を
歌
い
ま
し
た
。
今
回
の
集
い

に
参
加
し
て
、
城
野
遺
跡
を
守
り
、
遺

跡
公
園
と
し
て
北
九
州
の
財
産
と
し
て

残
さ
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。 



２０１７年１１月２０日 北九州地区労連ニュースＮＯ１３３（３） 
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学
嘱
労 

確
定
闘
争
終
結 

賃
金
引
上
げ
、
休
暇
制
度
の
改
善
な
ど
で
前
進
回
答 

直
営
校
の
存
続
と
雇
用
の
継
続
実
現
を
！ 

今
年
の
賃
金
改
定
闘
争
で
は
「
民

間
委
託
反
対
・
雇
用
の
継
続
」
と
「
労

働
条
件
の
改
善
」
を
求
め
て
た
た
か

い
ま
し
た
。 

１
０
月
４
日
の
教
育
委
員
会
要
請

か
ら
始
ま
り
、
本
格
的
に
１
０
月
２

５
日
か
ら
は
教
育
委
員
会
で
の
勤
務

終
了
後
か
ら
の
座
り
こ
み
９
日
間
、

総
務
市
民
企
画
局
へ
の
要
請
、
教
育

委
員
会
要
請
２
回
、
市
庁
舎
・
北
区

役
所
職
員
に
向
け
て
の
早
朝
ビ
ラ
配

布
２
回
、
街
頭
宣
伝
、
総
決
起
集
会

へ
の
参
加
な
ど
連
日
の
行
動
に
組
合

員
が
団
結
し
て
、
の
べ
約
５
０
０
人

の
行
動
参
加
で
今
季
の
確
定
闘
争
は

１
１
月
１
４
日
に
終
了
し
ま
し
た
。 

教
育
委
員
会
要
請
で
は
学
嘱
労
の

呼
び
か
け
に
快
く
駆
け
つ
け
て
反
対

の
声
を
あ
げ
て
く
だ
さ
っ
た
「
北
九

地
区
労
連
の
組
合
員
・
新
婦
人
の
会
」

の
み
な
さ
ん
か
ら
心
強
い
応
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 賃
金
・
労
働
条
件
で
前
進
回
答 

を
引
き
出
し
ま
し
た 

 

賃
金
・
労
働
条
件
面
で
は
、
当
初

は
、
臨
時
職
員
は
１
日
１
０
円
の
賃

上
げ
、
４
時
間
・
６
時
間
パ
ー
ト
に

つ
い
て
は
賃
上
げ
な
し
と
い
う
厳
し

い
提
案
で
し
が
、
最
終
的
に
は
臨
時

北
九
州
で
の
目
標
を
２
５
万
筆
と
す

る
こ
と
。
署
名
集
約
運
動
の
賛
同
団

体
、
賛
同
人
を
１
０
０
０
人
集
め
る
こ

と
。
阻
止
す
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は

何
で
も
や
り
た
い
。」
と
、
署
名
運
動

の
成
功
に
向
け
た
決
意
が
の
べ
ら
れ
、

参
加
者
か
ら
の
質
疑
な
ど
を
経
て
満

場
一
致
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

北
九
州
地
区
労
連
も
、
３
０
０
０
万

署
名
運
動
の
取
り
組
み
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
す
。 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
北
九
州
ネ

ッ
ト
は
、
１
１
月
１
９
日
第
３
回
定
期

総
会
を
北
九
州
市
生
涯
学
習
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
７
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

総
会
は
、
前
田
副
代
表
の
挨
拶
、
纐

纈
厚
氏
の
講
演
の
後
、
池
上
事
務
局
員

か
ら
経
過
と
方
針
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
池
上
事
務
局
員
の
提
案
は
、「
安

倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
が
提
起
し
て
い
る
３
０
０
０
万
署

名
運
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
。

 

て
い
る
」
と
部
長
か
ら
の
発
言
を
引

き
出
す
こ
と
が
で
き
、「
平
成
３
０
年

度
に
特
別
支
援
校
７
校
を
除
く
小
学

校
の
全
面
委
託
完
了
」
は
阻
止
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
何
校

残
せ
る
か
は
こ
れ
か
ら
で
す
。 

学
校
給
食
の
質
を
保
持
す
る
た
め

に
も
、
私
た
ち
嘱
託
員
が
働
き
続
け

る
た
め
に
も
、
こ
れ
以
上
の
民
間
委

託
を
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 
委
託
問
題
の
交
渉
に
全
力 

 

賃
金
改
定
交
渉
が
終
わ
り
、
さ
っ

そ
く
委
託
・
雇
用
問
題
に
つ
い
て
の

交
渉
が
始
ま
り
ま
す
。
拡
大
事
務
折

衝
が
開
か
れ
、
翌
日
に
は
教
育
委
員

会
要
請
と
行
動
は
続
い
て
い
ま
す
。 

 

民
間
委
託
の
発
表
は
こ
れ
か
ら
で

す
。
直
営
校
存
続
で
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
学
嘱
労
は
団
結
し

て
頑
張
り
ま
す
。
今
後
も
ご
協
力
お

願
し
ま
す
。 

 

は
４
０
円
～
５
０
円
、
パ
ー
ト
は
時

給
１
０
円
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。
休
暇
制
度
に
つ
い
て
は
、
ノ

ロ
に
罹
患
し
た
場
合
の
休
暇
制
度
や

「
子
の
看
護
休
暇
」
の
改
善
、
な
ど

を
要
求
し
ま
し
た
。 

最
後
の
団
体
交
渉
で
、
数
年
来
の

要
求
で
あ
っ
た
本
人
が
ノ
ロ
に
罹
患

し
た
場
合
に
、「
６
０
％
の
補
償
と
ノ

ロ
に
よ
る
欠
勤
は
一
時
金
か
ら
の
減

額
対
象
に
し
な
い
」
こ
と
を
勝
ち
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
２

年
が
か
り
で
解
決
し
た
事
項
で
、
衛

生
管
理
の
厳
し
い
給
食
現
場
で
は
、

大
き
な
成
果
と
言
え
ま
す
。 

 

こ
こ
ま
で
要
求
前
進
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
１
万
を
超
え
る
署
名

を
提
出
で
き
た
こ
と
や
、
組
合
員
の

団
結
し
た
行
動
、
地
区
労
連
に
結
集

す
る
組
合
員
、
新
婦
人
の
み
な
さ
ん

の
応
援
を
い
た
だ
け
た
こ
と
が
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 雇
用
の
継
続
問
題
は
、
交
渉
継
続 

 

民
間
委
託
・
雇
用
継
続
問
題
で
は 

賃
金
改
定
最
終
団
交
に
お
い
て
、「
行

財
政
改
革
は
全
面
委
託
す
る
計
画
だ

が
、
委
託
業
者
か
ら
の
話
で
は
人
員

不
足
を
聞
い
て
い
る
。
平
成
３
０
年

度
の
す
べ
て
の
委
託
は
困
難
と
思
っ

 
当面の日程 

 
◆１１月３０日（木）１８時３０分～ 

北九州春闘共闘会議準備会 北九州地区労連事務所 

◆１２月 ２日（土）１４時～  

憲法共同センター総会 ムーブ大セミナー室 

◆１２月 ３日（日）１４時～ 

  争議団共闘＆地域ユニオン総会 戸畑生涯学習 ２階 

◆１２月 ５日（火）１８時３０分～ 

  北九州地区労連四役会議 北九州地区労連事務所 

◆ １２月１０日（日）１０時～ 

福岡県労連春闘討論集会 第３偕成ビル ４階 

◆１２月１２日（火）１８時３０分～ 

  北九州地区労連幹事会 北九州地区労連事務所 

◆１２月２１日（木）１８時３０分～ 

  地区労連第７２回評議員会 戸畑生涯学習 ３階 

雇用の継続を求めて教育委員会に要請 


